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昭和45年1月頃撮影

神谷在住 内田氏所蔵牛久駅

　
こ
の
写
真
は
、
昭
和
45
年
１
月
頃

に
撮
影
さ
れ
た
牛
久
駅
の
２
、
３
番

線
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
様
子
で
す
。

こ
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
は
、
常
磐
線

上
り
列
車
の
乗
降
用
で
あ
り
、
中
央

の
建
物
は
待
合
室
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
当
時
の
駅
舎
は
、
木
造
平
屋
で
改

札
口
は
西
口
の
み
に
あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
59
年
、
駅
の
橋
上
化
に
伴
い

駅
舎
が
新
築
さ
れ
る
際
に
、
翌
年
か

ら
の
常
磐
線
上
野
～
土
浦
間
の
15
両

編
成
化（
そ
れ
ま
で
は
12
両
編
成
）に

対
応
す
る
た
め
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

も
約
60
ｍ
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

明治・大正・昭和の

「昔のうしく」の写真を募集しています。

神
宮
の
森
に
参
り
し
七
五
三	

	

　
ば
ー
ば

禍
わ
ざ
わ
い

も
福
も
そ
こ
そ
こ
年と
し

詰つ
ま

る	
	

髙
階
さ
ん

含
羞
草
乙
女
の
よ
う
に
頭
こ
う
べ

さ
げ	

	

　
　
雅
子

赤
と
ん
ぼ
里
の
案
山
子
と
戯
れ
て	

	

　
ヒ
ロ
シ

健
診
は
女
性
八
割
に
ぎ
や
か
に

　
　
　
　
健
康
長
寿
此
処
に
こ
そ
あ
り	

高
橋
さ
ん

子
と
孫
と
ひ
孫
に
か
こ
ま
れ

　
　
　
　
愛
妻
と
金
婚
祝
の
酒
に
酔
う	

渡
辺
さ
ん

母
が
言
う
寂
し
さ
わ
か
る
歳
に
な
り

　
　
　
　
　
故
郷
は
あ
の
夕
焼
け
の
中	

　
　
そ
ら

文芸さろん ―師走 ―

問　都市計画課☎内線2522

井ノ岡町浄妙寺のイチョウ

「牛久の巨樹」P116～117掲載 ※お求めは都市計画課まで（1,200円）

　
浄
妙
寺
は
奥
野
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
前
の
道
路
を
東
へ
向
っ
て
坂

を
下
り
、
左
折
し
て
乙
戸
川
を
渡

り
、
井
ノ
岡
集
落
へ
登
っ
た
最
初
の

角
を
右
折
し
た
所
で
す
。
境
内
に

は｢

市
民
の
木
」が
３
本
あ
り
、
こ
の

木
は「
№
21
」で
、
本
堂
の
西
側
に

あ
り
ま
す
。
２
０
０
６
年
の
測
定

で
は
、
幹
周
３
・
54
ｍ
、
樹
高
19
・

２
ｍ
、
最
大
樹
冠
幅
は
樹
冠
が
切

断
さ
れ
て
10
・
３
ｍ
に
過
ぎ
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
れ
は
雄
木
で
す
が
、境

内
に
は
雌
木
の
巨
樹
も
あ
り
ま
す
。

病
虫
害
に
強
く
、
火
熱
に
よ
く
耐

え
、
長
命
で
あ
る
た
め
、
各
地
の
社

寺
境
内
に
植
栽
さ
れ
、
種
子
の
ギ

ン
ナ
ン
は
食
用
と
な
り
ま
す
。
　

　
浄
妙
寺
は
天
台
宗
の
寺
院
。
本

堂
内
に
あ
る
阿
弥
陀
三
尊
像
は
市

指
定
の
文
化
財
で
、
鎌
倉
後
期
の

寄
木
作
り
で
す
。

【
資
料
提
供
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く

里
山
の
会
樹
木
リ
サ
ー
チ（
文
章

…
平
塚
芳
雄
・
写
真
…
戸
塚
昌
宏
）

今
回
で
牛
久
の
巨
樹
の
連
載
は
終
了
し
ま
す
。

１
月
１
日
号
よ
り
新
連
載
が
始
ま
り
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

広報うしく 2015年12月1日号25


